
１番　熊本　正博　議員 ３番　柴山　恭子　議員
１．天然痘予防接種の祖「緒方春朔」に １．地域連絡用システムについて
　ついて 　(1) 地域コミュニティ無線放送
　(1) 秋月藩医であった「緒方春朔」につい 　(2) スマホ等の携帯端末活用
　　て、その偉業を積極的に発信するべきで ２．コロナウイルス感染時対策について
　　はないか 　(1) PCR検査等について
　(2) 「緒方春朔」の情報発信に努めている
　　「予防接種は秋月藩から始まった」キャ
　　ンペーン推進協議会を支援し、一緒に情 ４番　中島　秀樹　議員
　　報発信に努めるべきではないか １．新型コロナウイルスと地方創生につ
２．寺内ダムの治水利水対策について 　いて
　(1) 寺内ダムの堆積土砂について 　(1) 人口減少を防ぐため、どのような戦
　(2) 寺内ダムの治水機能強化について 　　略を描くのか
　(3) 寺内ダムの使い方について 　(2) ピンチをチャンスとしてとらえ関係
３．避難所における新型コロナウイルス 　　人口を増やせないか
　感染症対策について 　(3) 朝倉市のIT対応は十分か
　(1) 当初開設避難所の数である６施設の根 ２．新型コロナウイルスの教育への影響
　　拠は 　について
　(2) 避難所配置可能職員の想定全体数は 　(1) 格差は生じていないか
　(3) 新たな考え方に基づいたとき、現時点 　(2) ICT教育の準備について
　　で朝倉市民全てが避難できる容量がある 　(3) 影響について（知・徳・体）
　　か
　(4) 「PCR検査後の自宅待機者（結果待ち）
　　や感染者の濃厚接触者（自宅待機）」の ５番　佐々木　明子　議員
　　避難、情報発信や収集をどのように考え １．放課後児童健全育成事業について
　　ているか 　(1) 指定管理制度について

　　① 学童保育事業に指定管理制度は必要
　　　か

２番　大庭　きみ子　議員 　(2) 保護者運営における学童保育の問題点
１．高齢者福祉について 　　① 保育料について
　(1) 高齢者の健康維持について 　　② 支援員の研修について
　(2) 健康づくりサポート教室の拡充につい 　　③ 支援員の労働条件について
　　て 　(3) 安定した学童保育が行われる運営母体
　(3) 第８期高齢者福祉計画・第７期介護保 　　について
　　険事業計画の見直しについて ２．教育行政について
２．不登校や引きこもり対策について 　(1) 学校休業中の対策について
　(1) コロナ対策の影響による、不登校児へ 　　① 長期休校中の子どもたちへの対応に
　　の支援策について 　　　ついて
　(2) 居場所づくりや相談支援について 　(2) 学校再開後の対策について
　(3) 社会福祉協議会との連携はとれないの 　　① 学校の感染防止策について
　　か 　　② 教育課程の編成と実施について
３．地元景気回復策について 　　③ 生活リズム回復への配慮について
　(1) 国県給付金の申請支援や消費刺激策へ
　　の支援を

～　昼　食　～
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１番　徳永　秀俊　議員
１．コロナ禍における新しい生活様式に
　ついて
　(1) ICTを活用した教育推進について
　　① GIGAスクール構想について
　　② 家庭における通信環境整備への支援
　　　について
　(2) 市役所のテレワークについて
　　① 市役所等のテレワークの取り組みに
　　　ついて
　(3) 外出自粛下での健康保持について
　　① 孤立を防ぐ取り組み推進について
　　② 心のケアの対応について
　(4) 避難所におけるコロナウイルス等感
　　染症対策について
　　① 感染症に対する具体的対策の実施に
　　　ついて
　(5) 農業の人手不足対応について
　　① コロナ禍で来日できない外国人技能
　　　実習生に代わる労働力の確保
２．空き家対策について
　(1) 過去３年間の空き家の推移と対策

２番　内田　恵三　議員
１．秋月藩医「緒方春朔」の顕彰につい
　て
　(1) 種痘の祖 緒方春朔の業績の普及と
　　活用
２．朝倉市史編纂について
　(1) 30～40年途絶えている市史編纂の早
　　期着手
３．秋月街道の整備について
　(1) 文化庁「歴史の道百選」選定に伴う
　　八丁越の整備
４．女男石護岸施設について
　(1) 発掘調査成果の普及活用と史跡公園
　　化
５．小田茶臼塚古墳の整備について
　(1) 国の史跡である古墳の整備進捗状況
　　について

～　昼　食　～

３番　実藤　輝夫　議員
１．忘れない7.5九州北部豪雨災害の現
　状と今後の課題
　(1) 九州北部豪雨災害復旧工事の進捗状
　　況と今後の課題
　(2) 今後の災害対策
２．コロナ対策の現状と今後の支援策
３．財政状況と今後の見通し
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